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２０２５秋の理事会
第一号議案(連絡) 安全経営あいち賛同制度について
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要約 安全経営あいち 賛同頂きたい内容
2015年〜
論理的安全管理の推進

災害は『災害発生のシナリオ』に沿って発生する
ならその順で調査、想定し説明できるようにする

この積み上げが災害件数を減少させる

第三次産業含めて 更なる浸透

2022年～
安全経営あいち 賛同制度の発足 先ずは考え方の共有化

“だから実施してください”・・が書かれています ※“ここに賛同”ではありません
１．安全は経営重点７課題の１つ
２．安全はお金がかかるは誤解であり、考え方やり方次第で逆に儲かる

企業価値の向上へ繋がる

賛同頂きたいのは 論理的安全衛生管理の推進、
『災害発生のシナリオ』に沿ったリスクアセスメント

詳細５ページ～

詳細７ページ～

災害発生シナリオ

危険
源

作業

マネジ
メント

重点は 危険源と作業の関わりを調べてマネジメント



背景 ◆受講者数 625名200社40%に 災害発生シナリオ 伝わる

総会決議 2025活動評価は 安全経営あいち“賛同件数“

課題 ６０％ 320社へ伝える 賛同目標は全会員５２０社
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②9月17日セミナーに向けて参加依頼
・９分会毎に 賛同状況表を作成し 分会を通じての依頼

※社名がでることを総会で承認頂いています

①伝える 賛同頂くには・・賛同できるのは 以下は西尾のみ

■9月17日セミナー(無料) に参加

又は■５０名～ 法定教育 安全管理者選任時研修受講 10/17 2/27

■〜４９名 同上 安全衛生推進者養成研修受講 1/22,23

賛同書 申請書は
9月17日会場にて
又は法定教育時に

お渡しします

総会で承認頂いた内容

追加■過去 災害発生シナリオ 安全管理者選任時研修を受講



• 会員賛同会社数７３社＋⾮会員９社＝現在⻄尾は８２社賛同
• 分会
• 東部 ３３社中 １４社賛同 賛同率４３％
• 米津 ２８ ６ ２２％
• 吉良 ８０ １３ １７％
• 福地 ３０ ５ １７％
• 寺津 ２５ ４ １６％
• 平坂 ８４ １１ １３％
• ⻄尾 １１２ １３ １２％
• 幡豆 ３２ ３ １０％
• 一色 ９６ ４ ５％
• 計 ５２０ ７３ １４％



愛知労働局

⻄尾 平坂 米津 福地 東部 寺津

厚生労働省

⻄尾労働基準協会

部会
総務（労務）

分会

安全
衛生

辻
村
工
業

2025分会⻑
事務局

法律 ◇知る 会報（HP） 説明会/セミナー
◇学ぶ 講習会開催
◇共同 難しい課題には一社単独を避け 共同活動
考え方の浸透 賛同に向け
９分会のお力をお貸しください

安全経営あいち
化学物質事例

監督署⻄尾⽀署
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では １つ１つ 確認ください

まず 安全経営あいち



2018年度 協豊会 安全衛生委員会 活動報告会
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経営者が持つべき視点として、いわゆる PQCDSME の7つがあり、これら
はどれ一つも欠かすことはできず、逆にどれかひとつだけを重視することも
できません。「安全」も、そのうちの一つに組み入れ、課題とすべきです。

一方、安全と、生産性・品質・原価・納期等は、互いにトレードオフの関係に
あるとする根強い誤解がありますリスクアセスメントを通じて現場の実態を把
握し、管理向上させることは、安全性の向上はもとより、生産性、品質、原価
、納期、士気、環境を同時に向上させること、さらには企業価値をも向上させ
ることに繋がります。

安全管理を経営課題ととらえ、生産性、品質、原価、納期、士気、環境と一体
的に、戦略的に管理する経営手法、「安全経営」。

愛知労働局は「安全経営」の推進を提唱します。

安全は経営重
点課題の１つ

“だから実施ください“
が書いてあります

安全はお金が
かかるは誤解
考え方次第で
逆に儲かる

企業価値
の向上へ
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では １つ１つ 確認ください

次に 災害発生シナリオに沿った
論理的安全衛生管理の推進
(賛同いただきたい内容)
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許容可能なリスクは含まれている

許容できないリスクがないこと

国際規格で
安全とは

・リスクの概念の理解が不可欠

・安全とは、災害の起きない状態を指していない

 広義の安全には衛生を含みます。
 本解説では、基本的に広義の安全を使用します。
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リスクとは

危害の大きさ と
(又は程度、重篤度)

発生の可能性 の相関

リスクで安全を語る

危害の大きさ（危険源）と

発生の可能性で
従業員の安全を語る

事実を 実態を

自ら調べる

ＩＳＯ／ＩＥＣガイド５１︓２０１４

濵田様資料より引用



約6,000人

現在
８００人以下

発生件数横ばい

“大きな災害・事故を防ぐ“ ３つの大きな分岐点の中で
自ら調べ リスクアセスメント

大きな分岐点 自律的安全管理の導入

英国日本

2,500万人6,300万人就業人口

13万人12万人休業者数

200人1,000人重災者数

イギリスに学ぶ

S47年/1972年安衛法

         コレ実施
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義務化
第一号
化学物質自ら調べ 自ら対策を選択 自律的安全管理

位置
づけ

2023年 自律的安全管理 義務化

自ら調べ コレ実施自ら選択
2006年 リスクアセスメント努力義務

コレ実施自ら調べ
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愛知労働局
２０１５年～

自ら調べるのは
災害発生のシナリオに沿って

災害は『災害発生のシナリオ』に沿って発生する
ならその順で調査、想定し説明できるようにしましょう

『論理的な安全管理』愛知労働局に提唱頂く

マネジ
メント

リスクアセスメント

濵田様資料より引用

賛同
頂きたい

内容



2018年度 協豊会 安全衛生委員会 活動報告会
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()内の数字は、
ISO45001の箇条番号

リーダーシップ
及び働く人の

参加（5）

支援（7）
運用（8）

排除とリスク
ダウン

改善
（10）

パフォー
マンス
評価
（9）

C

DA

ISO45001の内容

危険源の特定から入り そのリスクダウンに向けた
ＰＤＣＡをまわすしくみ 国際規格にも合致

組織の状況
（4）

外部及び
内部の課題
（4.1）

働く人及び
その他利害
関係者の
ニーズ及び
期待
(4.2)

計画（6）
危険源の

特定

P



2018年度 協豊会 安全衛生委員会 活動報告会
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経営者が持つべき視点として、いわゆる PQCDSME の7つがあり、これら
はどれ一つも欠かすことはできず、逆にどれかひとつだけを重視することも
できません。「安全」も、そのうちの一つに組み入れ、課題とすべきです。

一方、安全と、生産性・品質・原価・納期等は、互いにトレードオフの関係に
あるとする根強い誤解がありますリスクアセスメントを通じて現場の実態を把
握し、管理向上させることは、安全性の向上はもとより、生産性、品質、原価
、納期、士気、環境を同時に向上させること、さらには企業価値をも向上させ
ることに繋がります。

安全管理を経営課題ととらえ、生産性、品質、原価、納期、士気、環境と一体
的に、戦略的に管理する経営手法、「安全経営」。

愛知労働局は「安全経営」の推進を提唱します。

安全は経営重
点課題の１つ

“だから実施ください“
が書いてあります

ご参考

次に
活用例



作 業

俯瞰 高所から下方を見渡す
広い視野で物事を捉える

危
険
源

◆化学物質も全体の中の１つ

化
学
物
質

“全体”の中の１つ 活用例 ⻄尾総会資料2025年4月24日
⻄尾労働基準協会

◆何をやる ハイリスクより対処
RAを通じPQCDSMEはひとつにできる

安全経営あいち

これが全体構造
分野と危険源で体系化が可能 体系で効率よく体制化

多くの事業場に有効

従業員の
安全が数字
でわかる

◆リスクで診る
程度の大きさと発生の可能性で
可視化できる

リスク

『何をやる』は
スタートではなく
「今がどうか」を

把握することがスタート

「今」の把握で「何を」が
自ずと決まる

◆今がどうか 全体を把握してる
リスク管理してる

安
全

品
質

環
境

生
産
性

パ
ワ
ハ
ラ

健
康

火
災
爆
発

他

2025.3.10濵田氏よりフォロー頂く

経営ツールであり必要なのは
経営者の賛同



2018年度 協豊会 安全衛生委員会 活動報告会
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経営者が持つべき視点として、いわゆる PQCDSME の7つがあり、これら
はどれ一つも欠かすことはできず、逆にどれかひとつだけを重視することも
できません。「安全」も、そのうちの一つに組み入れ、課題とすべきです。

一方、安全と、生産性・品質・原価・納期等は、互いにトレードオフの関係に
あるとする根強い誤解がありますリスクアセスメントを通じて現場の実態を把
握し、管理向上させることは、安全性の向上はもとより、生産性、品質、原価
、納期、士気、環境を同時に向上させること、さらには企業価値をも向上させ
ることに繋がります。

安全管理を経営課題ととらえ、生産性、品質、原価、納期、士気、環境と一体
的に、戦略的に管理する経営手法、「安全経営」。

愛知労働局は「安全経営」の推進を提唱します。

“だから実施ください“
が書いてあります

安全はお金が
かかるは誤解
考え方次第で
逆に儲かる

企業価値
の向上へ

ご参考

次に
実施例



西尾

対策の考え方

マネジメント

災害発生プロセス

対策順
1. 危険源を無くす
2. 危険源エネルギーを下げる
3. 作業を無くす
4. 作業手順を無くす
5. 接近、接触させず（立ち入り禁止措置）

７．左記1～５が出来なかったら
管理するしかない
◆大きな災害防止は

ソフトとポカヨケ併用
◆ソフトでは何故？だから！

で伝えることが大切

本質安全化

レベル

レベル1，2

レベル３，４，５

レベル７

６．回避手段

レベル６

１，２，３で対応できれば儲かる
特に３ 作業を無くす

管理で対策を考えると
お金がかかる・・もそうだが
監督者の負荷が増える
できる限り避けたい
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1. 危険源を無くす
2. 危険源エネルギーを下げる
3. 作業を無くす
4. 作業手順を無くす

考え方やり方次第で儲かる 何故 儲かる？



しくみ化のポイント
◆ 連動
◆実施は生産開始前

安全と生産性
の両立

残留
リスク

メイン

やり方次第で儲かる 実施のタイミング 製造業での一例

生産技術部
設備RA
危険源廃止/代替
エネルギー量落とす検討

廃止できなかったら
ソフト＆ポカヨケ併用管理

ソフトOK ポカヨケOK

マネジメント

災害は発生しない

手順書
ルール

危険源 全体網羅

源流対策⇒

死亡 障害に至る
高エネルギー危険源

エネルギー量
落とした危険源

危険源廃止
又は代替

作業
作業把握

フロント
ローディング

会社によっては
DR
デザインレビュー

作業は残る
手順(線)は
赤丸と分離

設計・生産準備段階 ※フロントローディングフロントローディング

作業廃止

製造部参画
作業RA

手順廃止検討
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建設業

フロントロー
ディング実施
８０％以上

残留リスク
情報入手

７０％以上

製造業



例えば

設備RA

危険源 全体網羅
指定エリア内の全てを調べる





残留リスク
報告書

後工程へ 生産技術部 製造部

残留リスクを示す

発注者が請負会社に
危険源を未通達の災害事例

違反条文：
１．労働安全衛生法 第３１条の２

（注文者の講ずべき措置）
２．労働安全衛生規則 第６６２条の４

第１項（文書の交付等）
３．労働安全衛生法 第１１９条第１号

（罰則）
４．労働安全衛生法 第１２２条

（両罰規定）

発注者は、化学設備を保有
する工事の注文者でありな
がら、配管工事の元請業者
に対して、化学物質の危険
性や有害性、作業における
安全衛生上の注意事項等の
法定項目を記載した文書を
作成し、交付をしていな
かった ↓
労働安全衛生法違反
書類送検

事例：引火物を含んだタンク配管に
溶接作業を行い､爆発/炎上

後工程へ 発注者 元請業者

残留リスクを示す

前ページより

☞☜
一緒



①残留リスク を明記

作業RA 例）工事の場合 製造業も一緒

③手順vs残留リスク
接点を把握

④措置
優先１ 作業廃止

２ 接する手順を廃止
最終手段 管理する②作業手順

作業把握

ソフト ポカヨケ
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危険源
製品デフケース2.6kg

⻄尾労働基準協会作成

そして連動させて 手順書化 QCDSMEで



工事当日

◆化学物質管理者 現場配置

◆保護具着用管理者 現場配置

◆SDS事前準備し、当日持参

◆危険源・化学物質を特定 全体網羅

◆評価
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フロントローディングで
解釈Bの体制にできる

法律に記述なし どちらもOK
監督官向様と検証

解釈A

パッケージ化 計画時に抑え込む ※フロントローディング

当日は

ー （配置不要）

ー （配置不要）

ー （計画時に確認済）

ー （計画時に特定済）

ー （計画時に評価済）

◆全体網羅 当日特定した場合は 作業中止

特性が判明/処置決定で作業再開

解釈B

おそらく
進まないのは



作業
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危険源 全体網羅 作業把握

生産技術部
設備RA

残留
リスク

製造部参画
作業RA

メイン

ご参考 西尾モデルとの関係

廃止できなかったら
ソフト＆ポカヨケ併用管理

ソフトOK ポカヨケOK

マネジメント

災害は発生しない

危険源廃止/代替
エネルギー量落とす検討 手順書

ルール

作業廃止
手順廃止検討

設計・生産準備段階 ※フロントローディング

源流対策⇒

死亡 障害に至る
高エネルギー危険源

エネルギー量
落とした危険源

危険源廃止
又は代替

手順廃止検討

未実施なら一緒に
西尾モデル

生技/製造部
一緒に RA

サブ
西尾モデル

危険源対応 既存箇所への対応 ※量産時

ソフト ポカヨケ

マネジメント考え方は同じですが
ただ安全と生産性の

両立はメインより弱い

作業は残る
手順(線)は
赤丸と分離

フロントローディング



6月11日
化学物質
事例多用
RAセミ
ナー

国の第１４次防止を受けた
⻄尾労働基準協会 安全衛生５ヶ年計画

⻄尾 公表事業場数

80％

会員は100％実施
難しい課題への
早期対応には

一社単独を避けて
共同活動で推進

会員
⻄尾はモデル完成済み 本当にありがとうございました

西尾はモデルと組織で全会員・全産業展開

⻄尾２％
フラグシップ
の役割を果たす
意気込みで 30

万

⻄尾の企業は
安全の考え方が
しっかりしている
だから大きな災害が出ない
…を目指して

成果の
評価

分会主催

協会主催

行 政

R5 ２０２３ R6 ２０２４ R7 ２０２５ R8 ２０２６ R9 ２０２７

通達・指針 労働局、労基署経由で 強力に推進

2023年2月24日
⻄尾労働基準協会

RAセミナー

ボード
配布

強調
月間

化学物質
全事業場“義務”

義務化の化学物質を１年内に形にして 来期から全体に戻る

2024は周知 2025は実施 CDを駆使して
１年内で化学物質を形にしましょう

2026は
全体に戻る

安全相互確認会
安全相互確認会

RAセミナー

法定安全教育

⻄尾モデルⅡ
化学物質CD

⻄尾モデルⅠ
CD配布 法定安全教育

⻄尾モデルⅢ予定 全分野

①自律的安全管理のベース

リスクアセスメント普及

②化学物質実施事業場目標

〜２０２７年８０％

14次防

９月
リスクアセ
スメントは

俯瞰

経営者 参加の声掛け



俯瞰 高所から下方を見渡す
広い視野で物事を捉える

リスアセスメントを通じ
PQCDSMEは
ひとつにできる

９月17日の⻄尾セミナーは
濵田氏を講師に招聘して実施

『何をやる』はスタートではなく
「今がどうか」を把握することがスタート
「今」の把握で「何を」が自ずと決まる
濵田様資料より引用

安全経営あいちに賛同できます
27

2026は
全体に戻る

法定安全教育
⻄尾モデルⅢ予定 全分野

９月17日
リスクアセ
スメントは

俯瞰



参加のご案内
参加無料

日時 令和７年９⽉１７日(水)1３︓３0〜1６︓０0（受付開始︓13︓０
0）

主催︓⻄尾労働基準協会
共催︓建設業労働災害防⽌協会⻄尾分

会
岡崎労働基準監督署⻄尾⽀署

後援︓愛知労働基準協会

会場 にししん⽂化会館（⻄尾市⽂化会館）⼩ホール
定員 １２０名 募集 令和７年６⽉１１日〜９⽉５日

■プログラム
あいさつ 衛生部会 １３：３０ 部会長

岡崎労働基準監督署西尾支署 支署長
第一部 リスクアセスメントセミナー １３：４０ー１５：００ 濱田安全衛生

マネジメント合同会
社

CEO 濵田 勉
第二部 全国衛生週間説明会 西尾会場 １５：１０ー１５：５０ 監督署
閉会挨拶 １５：５０ 建災防
終了 １６：００
※説明資料は一週間前の9月10日西尾協会HPに掲載します 当日配布はありません

各位

労働局・労働基準監督署説明会愛知労働局 検 索

■参加申込方法 ２つの申し込み方法を設定しております

全国衛生週間説明会とリスアセスメントセミナーを実施します。
【セミナーのテーマ】

2025西尾協会の重点は、『義務化の新しい化学物質管理を
１年以内に形にして2026より全体のリスク管理に戻る』

テーマは、来期に向けて

『リスアセスメントは俯瞰(ふかん)・・全体を把握する』
講師に権威の濵田氏を招聘し実施します。自由参加です。

お願い
当セミナーに参加頂き 安全経営あいちへの賛同をお願いします。
当日会場にて賛同申請書をお渡しします。 今期定期総会第二号議案承認事項

1.愛知労働基準協会WEB ２．厚生労働省WEB

愛知労働基準協会受付サイ
ト

説明会申込URL
https://www.roudoukyoku-
setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MjcwOA==

9月17日の参加案内は
西尾労働基準協会HP
『お知らせ』に掲載中

申し込みはチラシ内の
QRコードより

参加頂いた皆様に
安全経営あいちへの
賛同を御願いします
対象 県内全事業場

https://www.roudoukyoku-


安全経営あいちで賛同いただきたいのは 災害発生シナリオに沿った活動
下期は その事例を編集します

10月17日西尾での法定教育 安全管理者選任時より説明して参ります

はじめに 全体
化学物質
全分野STOP6

2/2
2026は 全体に戻る

安全相互確認会

法定安全教育
⻄尾モデルⅢ予定 全分野

９月
リスクアセ
スメントは

俯瞰



<2> 電気による危険源 <3> 熱による危険源

<6> 騒音による危険源 <7> 振動による危険源 <8> 放射線による危険源

<9> 物質による危険源 <10> 身体的負担による危険源
<11> 表示なし、色を勝手

につかうことによる危険

？？？

<1> 動力運転による危険源

<5> 落下・転倒による危険源

<4> 墜落による危険源

機械の包括的安全指針 vs トヨタSTOP6

Ａ（Ａｃｔｕａｔｅｒ挟まれ）

Ｂ（Ｂｌｏｃｋ重量物）

Ｃ（Ｃａｒ車両）

Ｄ（Ｄｒｏｐ墜落）

Ｅ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ電気） Ｆ（Ｆｉｒｅ熱）

編集範囲は 
Ａ,B,C,D,E,F

大きな災害９１％
発生領域
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安全経営
あいち
協賛

2026は
全体に戻る

⻄尾モデルⅢ予定 全体９月17日
リスクア
セスメン
トは俯瞰

法定安全教育

１７

⻄尾の安全管理者選任時研修 10月17日 考え方とやり方をセットでお伝えします
考え方 ＋ やり方(事例)

総論◆論理的・・   ◆客観的程度判断基準他 DVD1 配布
◆災害発生シナリオ  新◆全体を診るSTOP６事例 DVD2 〃

に沿ったリスクアセスメント
各論◆義務化ʻ 化学物質も全体の１つ 新◆１年以内に形にする事例 DVD3 〃

9月17日
セミナーは

考え方

追加



⻄尾モデルの位置づけ
科学的 論理的安全活動の推進

・程度の⼤きさ

・発生の可能性

国際的安全の定義
ＩＳＯ／ＩＥＣガイド５１︓２０１４

科学的
協豊会研究成果物を活用

伝承目的で
程度の大きさを

客観化

論理的
愛知労働局安全方針より

災害が発生する順で
調べて想定し説明する

説明責任を果たす

災害発⽣のシナリオに沿って整理

伝承
⻄尾独⾃

災害発生シナリオに沿って

◆発生可能性も客観化
◆何故 だから を

イーラーニング VR

まだ見ぬ
将来の従業員にも

伝わるように

他県

許容できない
リスクがないこと

32
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安全経営あいち 西尾モデル


